見つめて、シェイクスピア！展
美しき装丁本と絵で見る愛の世界
練馬区立美術館2014.09.28〜11.30　滋賀県立近代美術館　02.07〜04.05
　本展は、16世紀のイングランドを代表する劇作家・詩人「ウイリアム・シェ
イクスピア」（1564〜1616）の「生誕450年」を記念する機会に、「シェイクスピア」をテーマにした装丁本と絵画についての紹介をする催事である。
　本展のテーマのひとつは、「シェイクスピアの作品に主題を得た絵画作品や挿絵本」で、ドラクロワによる版画《ハムレット》、シャガールの版画による挿絵本《テンペスト》、挿絵画家ラッカムやクレインなどの美しい挿絵本である。
　ポスターに使用されている《16枚の肖像画より》(写真左)は、マーティン・ドロエスホウト作の銅版画（1623年出版の第一フォリオのタイトルページ）で、専門家の解説によれば彼の死から７年後に作成された作品であるという。
　「シェイクスピアの肖像画」は数多くの作品があるが、何れも彼の没後のものであり、何故か本人を目の前にして描いたものかは不明であるとされている。
シェイクスピア挿絵：アイサーラッカム《夏の夜の夢より(部分)》（1939年、(写真右)は、「シェイクスピア全集」に収録されている作品の一つである。
　展覧会のもう一つの主題は、およそ「80点」にのぼる個性豊かな皮革装丁本で、2013年に開催された世界でも権威のある「国際製本コンペティション」の入賞作品から、世界中の装丁家たちが「シェイクスピアから得たイマジネーションに基づいて装丁を施した作品」である。
　本展の出展作品は、およそ「260点」に及ぶもので、じっくり「見つめて」視覚イメージで捉えることで「シェイクスピアの世界」を鑑賞することができる。
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